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わるシグナル経路を同定されました。2014 年より Dana-Farber がん研究所の Dr. Polyak lab に留学

され、本セミナーでは、ヒストン脱メチル化酵素 KDM5 による乳がん細胞の転写不均一性と薬剤抵抗

性の制御機構について紹介していただきます。さらにシングルセルバーコーディングによる薬剤抵抗
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